
その他
県支出

金

使用

料・手

数料

国庫支

出金

地方交

付税
市税

系列1 75.1 21.7 8.3 62.7 41.2 77.1

系列2 20.2 3.0 4.1 21.2 28.0 45.2
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令
和
元
年
度
９
月
末
現
在
に
お
け
る
歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
は
、
と
も

に
３
３
４
億
９
、５
９
２
万
５
千
円
（
繰
越
分
を
含
む
）
で
す
。

　
ま
た
、
同
日
現
在
に
お
け
る
収
入
済
額
は
、
１
１
９
億
９
、３
８
０
万
８
千

円
で
、
収
入
率
は
35
・
８
％
（
前
年
同
期
42
・
５
％
）、
支
出
済
額
は
、

１
１
０
億
４
、５
７
７
万
８
千
円
で
、
執
行
率
は
33
％
（
前
年
同
期
38
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　入
市税＝市民の皆さんから直接納付される
　住民税や固定資産税等です。
地方交付税＝地方公共団体が等しく事務
　が遂行できるよう国が交付する税のこ
　とをいい、所得税・法人税・酒税・消費
　税・地方法人税の収入額の一定割合がこ
　れに充てられます。
国庫支出金＝国から地方公共団体に対して
　交付される補助金・負担金・委託金等です。
県支出金＝県から市町村に対して交付さ
　れる補助金・負担金・委託金等です。
市債＝市が公共事業の資金調達等のため
　に、県の同意を受けて長期に借り入れを
　する資金です。

歳　出
総務費＝一般管理経費のほか、選挙・徴税
　等の経費です。
民生費＝児童福祉・老人福祉・生活保護・
　その他社会福祉等にかかる経費です。
衛生費＝医療 ･ 衛生対策などに要する経費
　であり、ごみ ･ し尿の収集処理にかかる
　経費もこれに含まれます。
教育費＝義務教育・社会教育等、教育にか
　かる経費です。
農林水産・商工費＝農業・水産業・商工業
　にかかる経費です。
土木費＝道路・河川・公園等、各種公共施設
　の整備とその維持管理にかかる経費です。

上半期市税収入の内訳
法人市民税

（5.5%）
2 億 5,233 万 7 千円 

たばこ税
（5.7％）
2 億 6,476 万 4 千円 

固定資産税
（47％）
21 億 6,766 万 6 千円

個人市民税
（37.3%）
17 億 2,386 万 4 千円 

軽自動車税
（4.5％）
2 億 841 万円 

 市税（100％）
46億 1,704万 1千円

基
金
積
立
金
の
現
在
額

（
財
政
調
整
基
金
お
よ
び
特
定
目
的
基
金
）

　
１
２
７
億
３
、６
８
４
万
４
千
円

　（
令
和
元
年
９
月
末
現
在
）

　
積
立
金
（
基
金
）
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
の
調
整
お
よ
び
、
各
種
事
業
の

経
費
に
充
て
る
た
め
に
積
み
立
て
た
資
金

で
す
。

市
債
の
現
在
額

　
上
半
期
中
の
元
金
償
還
額
は
、

８
億
３
、０
１
８
万
５
千
円
で
、
借
入

は
０
円
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
令
和

元
年
９
月
末
日
の
市
債
の
現
在
額
は
、

１
９
６
億
４
、４
９
６
万
３
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
を
市
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る

と
、
２
６
８
、０
９
９
円
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
９
月
末
現
在
登
録
人
口
７
３
、２
７
５
人

歳入・歳出予算額に対する収支状況
※
そ
の
他
は
繰
越
金
、
地
方
消
費
税

　
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
な
ど
で
す
。

※
そ
の
他
は
議
会
費
、
総
務
費
、　

　
消
防
費
な
ど
で
す
。

その他 県支出金 　使用料
　手数料

　　国庫支出金 　 地方交付税  市税

46.2

その他  土木費  　農林水産
　商工費

　衛生費  教育費  　民生費

（単位：億円）
上半期の収入済額 119.9 億円
１年間の予算現額　335 億円

固定資産税

たばこ税

軽自動車税

78.3

28.1

41.7

21.8

82.1

3.8
8.4
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99.6
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その他 土木費

農林水

産・商

工費

衛生費 教育費 民生費

系列1 86.1 22.5 11.4 20.8 30.2 115.1

系列2 29.1 5.0 3.8 8.5 10.5 52.7
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54.6

123.8

9.2

36.8

8.5
20.8

3.2
13.74.9

46.4
30.1

93.5

（単位：億円）
上半期の支出済額 110.5 億円
１年間の予算現額　335 億円

《歳入》

《歳出》

行橋市の家計簿

令
和
元
年
度
上
半
期 

（
４
月
～
９
月
）

行
橋
市
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

用　語　解　説

個人市民税

法人市民税

100
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末松 謙
けんちょう

澄（1855 ～ 1920） 「文化人 末松謙
けんちょう

澄を考える」

　今回、「市報ゆくはし」に連載するにあたり、末松謙
澄を「考える」という言葉に触れておきたい。ここで
の「考える」は「深く掘り下げる」ことではなく「思
いを巡らす」という意味合いが強い。謙澄が文化面
に残した幅広い業績を市民の皆さまと共にたどりなが
ら、謙澄という郷土の偉人にあらためて思いを巡らせ
ていきたい。
　行橋市出身の末松謙澄は、明治期に中央政界で活躍
した政治家であり、多才な文化人でもあった。逓信大
臣や内務大臣などを歴任した政治家としての末松謙澄
についてはよく知られているが、「謙澄は単なる政治
家ではなかった。むしろ、文化的な仕事の方に向いて
いたのかもしれない」とも評されている。
　新聞記者、歴史家、小説家、評論家、法律家、教育者、
詩人、歌人、俳人等多岐にわたって足跡が残されてお
り、「知の巨人」ともいわれている。
　末松謙澄は安政 2 年（1855 年）京都郡前田村（現行

　来年（令和 2 年）は、郷土の偉人 末松謙澄
の没後百年を迎えます。この機会に謙澄の文
化、芸術面での活躍に光をあて、広く紹介し
ていくことを目的として、　市内の文化関係者
等々が集まり「文化人 末松謙澄を考える会」
が結成されました。
　これからその会の会員の方々に 12 回にわた
り末松謙澄の文化面でのさまざまな活躍を連
載していただきます。

橋市前田）の大庄屋末松房澄の四男
（第七子）として生まれた。10 歳に
なった謙澄は村上佛山の私塾水哉園
に学び、薫陶を受け、明治 4 年（1871

vol.１

　「文化人 末松謙澄を考える会」の活動の
一環として、会のメンバーでもある「ゆく
はし屋根のない博物館市民学芸員の会」の
方々が作成。
　地元出身の偉人でありながら、市民に十分
に知られているとは言えない末松謙澄を、小
中学生から大人まで広く知ってもらいたいと
の思いで作成したもので、今後は小中学校や
各公民館、老人クラブ等々で披露していく予
定です。紙芝居をぜひ活用したいという団体
等ありましたら、お気軽にお問合せください。

■問合せ：文化人 末松謙澄を考える会事務局
　　　　　（行橋市歴史資料館）℡ 25-3133

紙芝居ができました！

紙芝居でわかりやすく！
子どもや、大人も子どもに戻ったような感覚で親しんでもらいたい！

年）上京した。
　佛山は、謙澄の出立にあたって「我が門に入りてよ
り已

すで

に 5 年　今朝別れを告ぐ意（こころ）茫然たり」
と別れを惜しんでいる。
　翌年、高橋是

これきよ

清（1854 ～ 1936 年 蔵相、首相、農商
務相などを歴任）と知り合う。謙澄は是清から英語を、
是清は謙澄から漢学を学んだ。この出会いが以降の謙
澄の人生に与えた影響は極めて大きい。
　明治 7 年には若くして英語と和漢の文才を認められ、
東京日日新聞に入社。社長である福地源一郎の知遇を
受け、翌年福地の紹介で伊藤博文を知り官界に入った。

（「文化人 末松謙澄を考える会」　徳永文晤）
　


